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■九州新幹線経済効果最大化プロジェクト

■第39期　２号議員が決定



-　今月の表紙　- かごしま歴史紀行
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 2 第３９期２号議員の35人を選任

 3 

‘

１０ ＴＡＬＫ　　鹿児島財務事務所　所長　工藤　直敏　氏
　　　　　　「地域の皆様に密着した業務を」 ～より身近な行政機関を目指して～

 4 会員さんクローズアップ
 　㈲藤乃屋製菓　代表取締役　藤田　章太郎　氏

 5 口蹄疫により経営に影響を受けている中小企業の方への金融支援のご案内

 6 九州新幹線経済効果最大化プロジェクト

 8 桜鯛まつり　桜鯛を使った料理を募集！

 8 フォトニュース
 　労務管理講座 / 鹿児島日豪協会総会 / 九州宣伝隊 / 営業力強化セミナー

10 部会活動報告
 　工業部会 / 卸商業部会 / 情報・サービス部会 / 小売部会 

11 インフォメーション
 　歳末大売出し　参加店を募集 / ハイアメニティ商店街補助事業のご紹介 / ビジネスモールのご案内 / 
 　特定退職金共済制度のご案内 / 生命共済制度のご案内 / 景況調査（7月～9月） / 会議所スケジュール / 
 　観光と特産品の情報ステーション　特産品PRイベントのご案内

18 新入会員紹介

19 高橋　進の経済ナビ

20 わが社のよかおご
 　ami  mondo 　新名　愛子　さん 

長崎大学環境科学部准教授　深見　聡

　かごしま県民交流センターの前庭に、ひときわ目に着く石碑がある。筑後柳川藩藩主立
花家に生まれ、最後の一宮藩主（千葉）となった、官選第8代目の鹿児島県知事・加納久宜
（1848～1919）をたたえるもので、1942（昭和17）年に建てられた。
　久宜は1894（明治27）年に知事に着任。吏党と民党の間で激しい政争が続く中、「不偏
不党」を掲げ、さまざま改革や殖産興業政策を断行した。特筆すべきは、人材育成の礎とな
る旧制中学の設立を各地で進めると同時に、義務教育である小学校の就学率を向上させ
た点である。1897年に56%（全国平均は64%）だったものを1900年には92%にまで達し
た。教室におもちゃを置き、子守りをしながら児童が通学できるよう細やかな配慮の結果で
あった。更に、農会規則の公布等により水田や品種の変更を行い、米は75%の増収となっ
た。また、柑橘類の栽培奨励、国立九州種馬牧場の誘致などに奔走し、勧業知事の名をほ
しいままにした。
　即時実行を旨とする久宜は、県費の不足分は自費を投じたため、ついには借金2万円に
達し、心配した親族や旧家臣の懇願で鹿児島を去った。遺言は、「鹿児島のことで相談ある
ときは冥土へ電話せい」であったと伝わる。

近代薩摩焼発祥の地碑
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鹿
児
島
商
工
会
議
所

第
39
期
議
員
改
選

２
号
議
員
が
決
定
し
ま
し
た

２
号
議
員
が
決
定
し
ま
し
た
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第
39
期
の
2
号
議
員
35
人
が
決

定
し
た
。
こ
れ
で
、
９
月
22
日
に

開
催
さ
れ
た
総
会
で
選
任
さ
れ
た

3
号
議
員
15
人
と
合
わ
せ
て
、
鹿

児
島
商
工
会
議
所
議
員
50
人
が
決

ま
っ
た
。

　

２
号
議
員
は
、
地
域
経
済
の
総

合
的
な
発
展
を
図
る
目
的
か
ら
、

幅
広
い
業
種
の
中
か
ら
議
員
を
選

出
す
る
た
め
に
、
商
工
会
議
所
の

会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
所
属
す
る
９
つ

の
部
会
か
ら
業
界
を
代
表
す
る
事

業
所
が
選
任
さ
れ
る
。

　

各
部
会
ご
と
の
議
員
割
り
当
て

数
は
、
９
月
28
日
現
在
の
各
部
会

所
属
会
員
数
や
、
会
費
持
口
数
を

基
準
と
し
て
決
定
さ
れ
、
10
月
６

日
か
ら
８
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

た
各
部
会
総
会
で
、
割
り
当
て
数

に
応
じ
た
第
39
期
２
号
議
員
が
以

下
の
通
り
選
任
さ
れ
た
。

第39期鹿児島商工会議所２号議員

部会名 定数 事業所名 役職 職務執行者

卸商業 3
鹿児島ヤクルト販売㈱ 代表取締役会長 山　本　良　樹
㈱タイフク 代表取締役社長 玉　利　佳　久
㈱丸屋本社 代表取締役社長 玉　川　　　惠

小売商業 4

㈱タイヨー 代表取締役社長 清　川　和　彦
㈱ニシムタ 代表取締役会長 西牟田　明　男
㈱ビッグツー 代表取締役社長 藤　　　茂　喜
㈱山形屋ストア 代表取締役会長 岩　元　修　士

工　業 2
カクイ㈱ 代表取締役 岩　元　正　孝
日本ガスエネルギー㈱ 取締役 津　曲　貞　利

建　設 5

今別府産業㈱ 代表取締役社長 今別府　英　樹
㈱九電工鹿児島支店 理事鹿児島支店長 武　井　秀　樹
㈱東条設計 代表取締役 東　條　正　博
南生建設㈱ 代表取締役副社長 川　畑　孝　則
米盛建設㈱ 代表取締役社長 米　盛　庄一郎

観　光 4

伊田食品㈱ 代表取締役 伊　田　尚　充
いわさきホテルズ㈱ 代表取締役 岩　崎　芳太郎
いわさきホテルズオペーレーション㈱ 取締役副社長 今　井　征　男
㈱西川海陸輸送 代表取締役 西　川　明　寛

運　輸 6

鹿児島海陸運送㈱ 代表取締役 大　西　洋　逸
太陽運輸倉庫㈱ 代表取締役会長 重　久　絋　三
㈱トヨタレンタリース鹿児島 代表取締役社長 諏　訪　健　筰
ネッツトヨタ鹿児島㈱ 代表取締役社長 久米田　　　彬
㈱ハニ 代表取締役 羽　仁　正次郎
マリックスライン㈱ 代表取締役会長 岩　男　秀　彦

金　融 3
鹿児島中央ビルディング㈱ 代表取締役社長 今　村　敏　治
鹿児島ビル不動産㈱ 代表取締役 武　田　恭　孝
㈱南日本総合サービス 代表取締役 吉　田　健　朗

特産品 2
（名）明石屋菓子店 会長 岩　田　泰　一
セイカ食品㈱ 代表取締役会長 玉　川　哲　生

情報
サービス 6

税理士法人押井会計事務所 代表社員 押　井　啓　一
㈱ KTS 開発 取締役 福　島　弘　道
重久公認会計士事務所 所長 重　久　善　一
白露カンパニー㈱ 専務取締役 有　馬　啓　介
㈱日能研九州 代表取締役 西　中　浩　二
㈱フタバ本店 常務取締役 坂　口　昌　八
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九州財務局 鹿児島財務事務所 「
地
域
の
皆
様
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
業
務
を
」

〜
よ
り
身
近
な
行
政
機
関
を
目
指
し
て
〜

大分県出身

1971年 南九州財務局大分財務部総務課入局

 九州財務局鹿児島財務事務所理財課長、

 九州財務局大分財務事務所総務課長　

 等を経て

2008年 北陸財務局理財部検査監理官

2010年7月　九州財務局鹿児島財務事務所長就任

●プロフィール　工藤　直敏 さん

　 所　長　工藤 直敏 さん
 く      どう        なお    とし

10

Q　
鹿
児
島
財
務
事
務
所
の
業
務
、
取
組
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A　
鹿
児
島
財
務
事
務
所
で
は
、
財
務
省
の
総
合

出
先
機
関
と
し
て
、
鹿
児
島
県
内
で
、
財
政
・

経
済
調
査
な
ど
に
つ
い
て
の
仕
事
を
行
う
ほ
か
、

金
融
庁
か
ら
委
任
を
受
け
て
、
民
間
金
融
機
関

等
の
検
査
・
監
督
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

昨
年
の
12
月
に
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
法

が
施
行
以
降
、
鹿
児
島
財
務
事
務
所
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
、
中
小
企
業
者
等
に
お
い
て
資

金
繰
り
が
難
し
く
、
返
済
資
金
が
足
り
な
い
と

い
う
と
き
、
返
済
金
の
軽
減
や
返
済
期
間
の
延

長
等
の
申
込
み
に
つ
い
て
、
各
金
融
機
関
が
き

ち
ん
と
対
応
で
き
て
い
る
か
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

う
と
と
も
に
、
商
工
会
議
所
や
商
工
会
の
経
営

指
導
員
と
の
連
携
を
通
じ
、
状
況
把
握
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
今
年
6
月
に
は
、
改
正
貸
金
業
法
が

完
全
施
行
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
完
全
施
行

に
よ
り
、
貸
金
業
者
か
ら
の
借
入
残
高
が
年
収

の
3
分
の
1
を
超
え
る
場
合
、
新
た
な
借
入
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
事
業
資
金

に
つ
い
て
は
、
借
入
残
高
の
規
制
は
あ
り
ま
せ

ん
。
個
人
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
事
業
者
に

対
し
て
も
改
正
貸
金
業
法
の
内
容
を
広
く
周
知

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

他
に
も
、
国
有
財
産
を
地
域
の
皆
様
の
た
め
に
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
　

当
所
で
は
、
国
が
直
接
使
用
し
な
い
国
有
財

産
に
つ
い
て
、
公
園
、
学
校
、
社
会
福
祉
施
設

な
ど
の
公
共
施
設
用
地
と
し
て
、
県
や
市
町
村

に
貸
付
や
売
払
い
を
行
っ
て
お
り
、
公
用
・
公

共
用
と
し
て
利
用
要
望
が
な
い
国
有
財
産
に
つ

い
て
は
、
一
般
の
皆
様
に
も
売
払
い
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
　

更
に
、
今
年
か
ら
は
、
公
務
員
宿
舎
の
余
っ

た
ス
ペ
ー
ス
を
、
家
庭
的
保
育
（
保
育
マ
マ
）

事
業
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
の
で
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q　
今
後
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
。

A　
地
域
と
中
央
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
地
域
の

声
を
吸
い
上
げ
、
中
央
に
伝
え
る
こ
と
が
大
き

な
仕
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中

央
の
情
報
を
還
元
し
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
先
に
お
話
し
し
た
、
国
有
財
産
や
、

講
演
会
を
地
域
の
皆
様
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

更
に
身
近
な
存
在
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q　
現
在
、
力
を
入
れ
て
い
る
業
務
は
。

A　
財
務
事
務
所
と
い
う
と
、
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
な
の
か
、
ご
存
知
で
な
い
方
が
結
構
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
　

鹿
児
島
財
務
事
務
所
で
は
、「
財
務
行
政
懇
話

会
」
や
「
出
前
講
座
」
を
通
し
て
、
経
済
の
現

状
や
見
通
し
に
つ
い
て
の
お
話
や
、
多
重
債
務

問
題
に
つ
い
て
、
身
近
な
お
金
の
話
な
ど
、
多

彩
な
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
講

演
料
、
交
通
費
等
の
負
担
は
不
要
で
す
の
で
、

気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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会員さんクローズアップ

お
菓
子
づ
く
り
と
の
出
会
い

　

創
業
は
平
成
５
年
で
す
。
父
親
が
、
勤
め
て
い

た
荻
ノ
家
製
菓
か
ら
事
業
を
引
継
ぎ
、
藤
乃
家
製

菓
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
、
私
は
も
と
も
と
甘
い
も
の
が
苦
手
で
、
日

常
的
に
お
菓
子
を
食
べ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
中
学
の
と
き
に
、
洋
菓
子
の
専
門

が
あ
る
中
で
、
皆
さ
ん
が
食
べ
た
こ
と
の
な
い
味
、

食
感
の
も
の
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
シ

ン
プ
ル
で
も
中
身
の
充
実
し
た
お
菓
子
を
作
り
た

い
で
す
ね
。

　

今
は
、
と
て
も
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
厳
し
い

か
ら
こ
そ
や
り
が
い
が
あ
る
の
か
な
と
も
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
ま
で
自
分
た
ち
の
作
り
上
げ
て
き
た
も
の
を

守
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
更
に
、
自
分
の
作
っ
た

も
の
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
自
分
の
味
で
お
客
様
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

◎
店
舗
案
内　

【
創　
　
業
】
昭
和
5
年

【
事
業
内
容
】
菓
子
製
造
販
売

【
住　
　
所
】
鹿
児
島
市
小
川
町
12

－

５

【
電　
　
話
】
０
９
９

│

２
２
３

│

８
０
２
８

誌
を
た
ま
た
ま
目
に
し
、「
こ
う
い
う
の
を
作
れ
た

ら
か
っ
こ
い
い
な
」
と
感
じ
た
の
が
、
お
菓
子
作

り
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。
高
校
卒
業
後
、
専

門
学
校
に
進
学
し
、
本
格
的
に
洋
菓
子
作
り
の
道

に
進
み
ま
し
た
。

　

専
門
学
校
を
修
了
し
て
か
ら
は
、
東
京
で
洋
菓
子

の
修
行
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
修
行
に
一
区
切

り
付
き
、
帰
省
し
た
際
に
、
先
代
で
あ
る
父
親
か

ら「
一
緒
に
店
を
や
ら
な
い
か
」と
声
を
掛
け
ら
れ
、

店
に
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

素
芋
甘
芋
開
発
の
き
っ
か
け

　

素
芋
甘
芋
に
使
用
し
て
い
る
安
納
芋
は
、
素
芋

甘
芋
を
作
る
前
か
ら
、
ク
リ
ー
ム
ブ
リ
ュ
レ
の
材

料
と
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

素
芋
甘
芋
は
、
安
納
芋
を
入
荷
し
て
い
た
知
り

合
い
の
卸
業
者
の
社
長
さ
ん
の
「
安
納
芋
の
皮
ま

で
使
っ
た
お
菓
子
を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
」
と

の
薦
め
か
ら
生
ま
れ
た
ス
イ
ー
ツ
で
す
。

　

安
納
芋
の
ス
イ
ー
ツ
と
い
う
こ
と
で
、ま
ず
、「
作

る
な
ら
ば
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
か
な
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
浮
か
び
ま
し
た
。
も
っ
た
り
と
し
た
食
感
の
も

の
が
多
い
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
で
す
が
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
る
も
の
を
作
ろ
う
と
、
マ
ス
カ
ル
ポ
ー

ネ
チ
ー
ズ
と
柑
橘
系
の
洋
酒
を
加
え
、
さ
っ
ぱ
り

と
し
た
味
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て

　

今
、
構
想
を
練
っ
て
い
る
の
が
、
野
菜
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
で
す
。
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
屋
さ
ん

　
㈲
藤
乃
家
製
菓 

代
表
取
締
役
の
藤
田
章
太
郎

氏
は
、
東
京
で
洋
菓
子
の
シ
ェ
フ
と
し
て
修
行
し

て
い
た
経
歴
を
持
ち
、
鹿
児
島
の
食
材
を
使
っ
た

お
菓
子
作
り
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
新
し
い
味

を
生
み
出
そ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
。

　
今
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
「
鹿
児
島
県
新
作
観

光
土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、
種
子
島
産
の
安

納
芋
を
使
っ
て
作
っ
た
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
「
素
芋

甘
芋
」
が
菓
子
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

㈲藤乃家製菓　代表取締役

藤
ふじ

田
た

　章
しょうたろう

太郎　さん

鹿児島県新作観光土産品コンクール・
菓子部門で優秀賞を受賞した「素芋甘芋」

左：パンプキンクッキー
右：黒糖ボーロ
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　口締疫に関する県制度資金（口締疫経営再建支援資金）が平成22年10月 12日から創設されました。

なお、取扱期間は平成23年３月31日までとなっておりますので、ご紹介いたします。

■ 融資対象者
　県内で現に営む事業を１年以上継続して営んでいる中小企業者および組合で、次の要件のいずれかに該
当するもの。
⑴　口締疫に起因して生じた事由により、売上高または販売数量（以下「売上高等」という）が平成 22

年３月または前年同期の売上高等と比較して 10％以上減少している月があり〔※ １〕、かつ、最近１か
月の売上高等が平成２２年３月又は前年同期の売上高等と比較して減少している。〔※ ２〕

⑵　⑴の要件に該当し、かつ下記のいずれかの要件に該当する〔※ ３〕
（イ）　最近３か月間の平均売上高等が前年同期比３％以上減少していること
（ハ）　最近３か月間（算出困難な場合は直近決算期）の平均売上総利益率が、前年同期の平均売上総利益

率又は月平均営業利益率に比して３％以上減少していること
（ホ）　最近３か月間の平均売上高等が２年前同期の月平均売上高等に比して３％以上減少していること

■ 使 途 ・ 融 資 期 間　　運転資金　７年以内（据置２４月以内）
■ 融　資　限　度　額　　５０００万円
■ 利　　　　　　　　率　　１年以内　年１．９％、１年超３年以内　年２．０％、　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　３年超５年以内　年２．１％、５年超７年以内　年２．３％
■ 信 用 保 証 料 率　　《融資対象者の欄（１）》０．４５％～１．５５％
 　　　　　　　　　　　　　《融資対象者の欄（２）》年０．４５％
■ 連 帯 保 証 人 ・ 担 保　　信用保証機関の定めるところによる
■ 借入申請に必要な書類　　○信用保証委託申込書　○県民税及び市町村民税の納税証明書
　　　　　　　　　　　　　 ○口締疫経営再建支援資金に係る融資対象認定申請書
　　　　　　　　　　　　　 ○特定中小企業者認定書（融資対象者欄の（２）の場合）
　　　　　　　　　　　　　 ○そのほか知事、保証機関及び取扱金融機関が必要と認める書類　
■ 融資の流れ

■ 申込問合先 　　取扱金融機関、各商工会議所又は商工会 ( 組合は、鹿児島県中小企業団体中央会 )　

中小企業者・組合

市 町 村 長

①認定申請 ⑥融　資

③相談・申込

④あっせん

⑤保　証

②認　定
③相談・
　申込
（直接申込も
　できます。）

金 融 機 関

商工会議所・商工会等

鹿児島県信用保証協会

奄美群島振興開発基金



　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
で
は
、
２
０
１
１

年
３
月
の
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
に
向

け
て
、
経
済
団
体
の
視
点
か
ら
経
済
効

果
を
最
大
限
に
享
受
す
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
鹿
児
島
県

や
鹿
児
島
市
な
ど
県
内
の
行
政
や
観
光

関
係
団
体
、
各
種
団
体
・
関
係
機
関
な

ど
約
35
の
団
体
が
参
画
し
て
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

実
行
委
員
会
設
立

　

去
る
10
月

８
日
に
、
第

１
回
目
の

実
行
委
員

会
（
設
立
総

会
）
を
開
催

し
、
実
行
委

員
長
に
諏
訪

秀
治
・
鹿
児

島
商
工
会
議
所
会
頭
、
幹
事
長
に
岩
崎

芳
太
郎
・
鹿
児
島
商
工
会
議
所
観
光
振

興
委
員
長
を
選
出
し
た
。

　

ま
た
、事
業
計
画
（
案
）
も
審
議
さ
れ
、

国
内
外
へ
の
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
、関
西
・
中
国
地
域
と
の
交
流
事
業
、

「
鹿
児
島
で
日
本
を
知
る
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
情
報
発
信
事
業
、
観
光
客
の
利
便

性
向
上
に
向
け
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入

整
備
事
業
な
ど
の
事
業
計
画
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
は
、
観
光
か

ご
し
ま
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
で
あ
る
新
幹
線

年
賀
ハ
ガ
キ
事
業
に
１
，
１
５
０
万
円
、

ま
た
、
広
報
活
動
や
情
報
発
信
事
業
、

受
入
整
備
事
業
に
は
、
各
企
業
・
団
体

か
ら
の
協
賛
金
の
う
ち
３
，
５
０
０
万

円
を
充
て
る
こ
と
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

事
業
計
画
の
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
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一
人
で
も
多
く
の
方
を
鹿
児
島
に
呼
び
込
む
た
め
に

  
〜
九
州
新
幹
線
経
済
効
果
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

九州新幹線全線開業経済効果最大化プロジェクト事業計画（案）

● 広報活動
　・県民総ぐるみによる宣伝活動（新幹線特別年賀ハガキを活用しての誘客活動）
　　[観光かごしま大キャンペーン推進協議会と鹿児島商工会議所とのタイアップ事業 ]
　・企業提供の特典付きハガキを活用しての宣伝活動
　・会議所のネットワークを活用した宣伝活動（関西以西の会議所会員への誘客活動等）
　・カウントダウン看板による全線開業ＰＲ事業（県民への開業ＰＲ、開業機運の醸成等）
　・新聞広告等を活用しての全線開業ＰＲ事業（県民への開業ＰＲ、開業機運の醸成等）
● プロモーション事業（行政と連携した重層的取り組み）
　・ＪＲ九州・西日本、関西の旅行代理店・報道機関へのプロモーション事業
　・関西での観光懇談会の開催
　・海外エージェント向けプロモーション事業
● 交流事業
　・関西・中国地区の経済団体との交流事業（関西以西の主要経済団体への誘客事業等）
　・関西・中国地区の県人会との交流事業（県人会会員への誘客事業等）
● 情報発信事業
　・キャッチフレーズ「鹿児島で日本を知る」を切り口にした情報発信事業
　・全線開業記念シールの作成による情報発信事業
　・公式ホームページによる情報発信事業
　・新たなイベントの開催に向けた検討
● 魅力向上事業
　・季節の食材を活用したメニューの開発・情報発信事業（桜鯛等を活用したメニュー開発等）
● 受入整備事業
　・インバウンド受入体制整備事業（指差し会話集の作成、銀聯カードの導入促進への支援等）
　・観光客の利便性を高める事業の検討（利便性の高い運行形態に向けた検討等）
　・観光鹿児島のゲートウェイ高度化に関する調査・研究
　・ホスピタリティ向上を目指した研修事業



事
業
計
画
の
概
要

　

右
ペ
ー
ジ
の
事
業
計
画
（
案
）
は
、

当
商
工
会
議
所
観
光
振
興
委
員
会
に
、

国
内
対
策
、
海
外
対
策
、
ハ
ー
ド
関
連
、

ソ
フ
ト
対
策
の
４
つ
の
班
を
設
置
し
、

各
班
か
ら
提
案
さ
れ
た
事
業
を
集
約
し

た
も
の
で
あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
実
行
委
員
会
の
下
部
組
織
で
あ

る
幹
事
会
や
部
会
に
お
い
て
具
体
的
に

協
議
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
緊
急
性
・
重
要
性
の
高

い
「
県
民
総
ぐ
る
み
宣
伝
事
業
（
新
幹

線
年
賀
ハ
ガ
キ
作
戦
）」
や
「
桜
鯛
を
活

用
し
た
情
報
発
信
事
業
」
は
現
在
先
行

し
て
実
施
中
で
あ
る
。

記
者
会
見
を
開
催

　

10
月
８
日
の
実
行
委
員
会
後
に
開
催

し
た
記
者
会
見
で
は
、
諏
訪
委
員
長
が
、

「
５
年
後
、
10
年
後
の
鹿
児
島
の
姿
を
決

め
る
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
地
域
経
済

へ
の
効
果
を
最
大
に
で
き
る
よ
う
準
備

を
行
い
た
い
。
全
線
開
業
に
向
け
て
、

東
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
東
南
ア
ジ
ア
、

南
ア
ジ
ア
ま
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
戦

略
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
岩
崎
幹
事
長
は
、「
知
恵
と
汗
を

出
し
た
人
に
実
入
り
が
あ
る
よ
う
な
取

り
組
み
と
し
た
い
。
参
加
団
体
の
方
に

は
積
極
的
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活

用
し
て
ほ
し
い
。
広
義
の
観
光
は
農
業

や
漁
業
も
一
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、

幅
広
い
分
野
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で

き
る
。」
と
述
べ
た
。

新
幹
線
年
賀
ハ
ガ
キ
11
月
１
日

よ
り
県
下
郵
便
局
に
て
販
売
開
始

　

当
商
工
会
議
所
は
、
観
光
か
ご
し
ま

大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、「
新
幹
線
年
賀

ハ
ガ
キ
を
活
用
し
た
県
民
総
ぐ
る
み
宣

伝
事
業
」
を
実
施
す
る
。

　
こ
の
事
業
は
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業

が
県
外
の
み
な
ら
ず
県
内
に
お
い
て
も
認

知
度
が
未
だ
に
低
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
県
民
総
ぐ
る
み
宣
伝
事
業
」
と

し
て
、
県
民
と
同
数
の
１
７
０
万
枚
の
ハ

ガ
キ
等
に
よ
る
広
報
・
宣
伝
活
動
の
一
環

と
し
て
実
施
す
る
も
の
。

　

通
常
の
お
年
玉
付
き
年
賀
ハ
ガ
キ
の

表
面
下
３
分
の
１
に

九
州
新
幹
線
の
デ
ザ

イ
ン
な
ど
を
入
れ
込

ん
だ
１
１
０
万
枚
の

特
製
ハ
ガ
キ
を
製
作

し
、
１
１
月
１
日
よ

り
県
内
各
郵
便
局
の

窓
口
に
お
い
て
１

枚
45
円
で
販
売
を
行

い
、
県
民
参
加
型
の

広
報
活
動
を
行
う
。

　
当
商
工
会
議
所
会
員
の
皆
様
に
は
、
ぜ

ひ
お
近
く
の
郵
便
局
で
こ
の
年
賀
状
を
お

買
い
求
め
い
た
だ
き
、
県
外
の
知
人
・
友

人
へ
「
鹿
児
島
に
里
帰
り
し
よ
う
」「
鹿

児
島
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
の
趣
旨
を
添

え
て
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
買
い
求
め
下
さ
い
）

　
こ
の
ほ
か
、
年
明
け
頃
に
は
、
企
業
・

団
体
等
の
参
画
を
得
た
「
特
典
付
き
ハ

ガ
キ
」
の
製
作
な
ど
を
行
な
う
こ
と
で
、

九
州
新
幹
線
で
鹿
児
島
に
足
を
運
ん
で

も
ら
い
、
物
流
・
人
流
・
消
費
等
の
拡

大
を
図
り
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
繋

げ
て
行
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
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▲10月８日　第１回実行委員会の様子



「桜鯛まつり」鹿児島の桜鯛を使った料理を募集 !!
九州新幹線全線開業経済効果最大化プロジェクト

「桜鯛まつり」鹿児島の桜鯛を使った料理を募集 !!
九州新幹線全線開業経済効果最大化プロジェクト

労
務
管
理
の
基
礎
を
学
ぶ

■
基
礎
か
ら
わ
か
る
労
務
管
理
講
座
を
開
講

　

経
営
者
や
総
務
・
人
事
・
経
理
担
当
者
を

対
象
に
、
36
人
が
参
加
し
て
労
務
全
般
に
つ

い
て
学
ぶ
「
基
礎
か
ら
わ
か
る
労
務
管
理
講

座
」
を
９
月
22
日
か
ら
10
月
14
日
ま
で
の
計

５
回
開
催
し
た
。

　

講
師
は
社
会
保
険
労
務
士
の
江
原
充
志

氏
。
本
講
座
で
は
社
会
保
険
（
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
保
険
）
や
、
労
働
保
険
（
労
災
保

険
、
雇
用
保
険
）
な
ど
の
公
的
保
険
を
中
心

に
、
最
近
の
雇
用
問
題
や
労
務
管
理
の
動
向
、

賃
金
や
労
働
時
間
の
管
理
、
契
約
社
員
・
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
非
正
規
雇
用
に
関
す
る
留

意
点
な
ど
労
務
管
理
の
実
務
を
学
ん
だ
。
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鹿
児
島
日
豪
協
会
総
会
を
開
催

　

鹿
児
島
日
豪
協
会
は
平
成
22
年
度
総
会
を

９
月
27
日
、
リ
バ
テ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
。

平
成
21
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
、
平
成

22
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
な
ど
が
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　九州新幹線全線開業経済効果最大化プロジェクト実行委員会では、新幹線「さくら」の開通にあわせて、鹿児島県産の「桜
鯛」を使ったメニューを全国へＰＲしていくことを目的に、「桜鯛まつり」を開催いたします。
　そこで、桜鯛を使ったメニューを提供しているホテル・旅館・飲食店を募集します。
　参加条件は、県内商工会議所、県ホテル旅館生活衛生同業組合、県料飲業環境衛生同業組合のいずれかの会員で、まつりの
期間中に桜鯛を使った懐石料理や一品料理を必ず提供できることが条件です。
　パンフレットやホームページなどを通じて広く全国に広報してまいりますので、是非この機会にご参加いただきますようご
案内申し上げます。

　内　　　容　：参加店ＰＲパンフレットを１万部作成し、ＪＲ各駅や観光案内所で配布するとともに、参加店では幟旗を掲
げたり、ステッカーを貼るなどして共同ＰＲを行います。

　　　　　　　　また、桜鯛まつりのホームページを作成し、全国に向けてＰＲを行います。
　まつり期間　：平成２３年３月１日から４月３０日
　参　加　費　：10,000円（参加店ＰＲパンフレットや幟旗、ステッカー、ホームページに作成に充当します）
　申 込 方 法　：参加店名や代表者名、住所、提供メニュー、料理写真などが必要になります。
　　　　　　　　まずは、下記の連絡先にお電話ください。
　応 募 締 切　：平成２２年１１月１５日（月）まで
　連　絡　先　：九州新幹線全線開業経済効果最大化プロジェクト実行委員会事務局
　　　　　　　　（鹿児島商工会議所　企画産業部　担当：美坂）
　　　　　　　　TEL ０９９－２２５－９５１１  　FAX ０９９－２２７－１６１９

桜鯛とは・・・
鯛の旬は３月から４月の春の時期で、桜の花が咲く頃と重なることからこの時期の鯛を“桜
鯛”と呼んでいます。特に鹿児島県産の“桜鯛”は味・姿が良く、全国的にも珍重されています。



鹿児島商工会議所の共済制度/福祉制度のご案内
　アクサ生命は、鹿児島商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ(弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業

承継など)を共済制度/福祉制度でサポートしています。

　また、経営者・従業員の皆様の個人の自助努力による医療保障、生活保障、財産形成などのニーズにお応えする各種プラン

もご用意しております。

　貴事業所でも、ぜひ鹿児島商工会議所の共済制度/福祉制度の活用をご検討ください。 

■ご契約の内容の変更や保険料の経理処理の取扱いには所定の要件があります。

■このご案内は各制度 / 保険商品の特長を記載しています。ご検討の際には、保険商品の引受保険会社であるアクサ生命が交付する「重要事

項説明書（契約概要）」、「重要事項説明書（注意喚起情報・その他重要なお知らせ）」、「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

■保険料の経理処理は平成 22 年 3 月現在の税制に基づいております。今後税制が変更される可能性もありますのでご留意ください。また、個

別の取扱等については、所轄の税務署等にご確認ください。

■ お問合せ先

〒892-0842　鹿児島県鹿児島市東千石町 1-38　TEL 099-223-0011

鹿児島商工会議所
■ 生命保険引取保険会社

〒108-8020　東京都港区白金 1-17-3　TEL 03-6737-7777（代表）

アクサ生命保険株式会社

■ 取扱店

〒894-0842　鹿児島県鹿児島市東千石町 1-38　TEL 099-222-7734

アクサ生命保険株式会社　鹿児島営業所

制度名 /保険種類 制度 /保険種類の特長

生命共済制度 
［福祉団体定期保険 ]

+
［商工会議所自家給付制度］

役員および従業員の福利厚生制度にご活用いただけます。 

・保険期間は1年で自動更新、割安な掛金で、役員・従業員の福利厚生制度にご活用いただけます。

・医師による診査は不要です。（告知のみでお申込みいただけます。）

・法人が役員・従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。（法人税基本通達9-3-5）

特定退職金共済制度
[ 新企業年金保険 ]

従業員の退職金準備にご活用いただけます。 

・毎月、定額の掛金を支払うことで、将来支払う退職金を計画的に準備できます。

・退職金制度の確立は従業員の確保と定着化を図り、企業経営の発展に役立ちます。

・法人が従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。（法人税法施行令　第135条）

LTTP　FairWind
［低払いもどし金型定期保険］

経営者・役員の退職慰労金 ･ 弔慰金準備にご活用いただけます。 

・在任中は死亡保障として、勇退時は解約時の払いもどし金を利用した退職慰労金としてご活用いただけます。

・年金払移行特約を中途付加することで、ご契約の全部または一部を年金払に移行することができます。

・所定の要件により保険料の１／２が損金算入可能です。（全期払と短期払では保険料の経理処理が異なりま
す。）　（「法人税基本通達935」、および「平成20年 2月 28日付課法23課審 518」）

初期低払いもどし金型
逓増定期保険

役員 ･ 幹部社員の退職慰労金 ･ 弔慰金準備にご活用いただけます。

・企業の発展とともに大きくなる経営者のリスクをカバーします。

・在任中は死亡保障として、勇退時は解約時の払いもどし金を利用した退職慰労金としてご活用いただけます。

・保険料の一部は損金算入が可能です。（「法人税基本通達935」、および「平成20年 2月 28日付課法23
課審 518」）

アクサの「一生保障」の
医療保険 プライム 2

［無解約払いもどし金型終身医療保険（09）］

役員 ･ 従業員の入院保障と福利厚生制度の財源確保にご活用いただけます。 

・病気・ケガによる入院を一生涯保障します。

・日帰り入院から1入院120日まで保障、通算1095日まで一生涯備えることができます。特約を付加する
ことにより所定の生活習慣病による長期入院、所定の先進医療も保障します。"

・経営者の方が病気・ケガにより入院された場合のリスクに備えることができます。

アクサの「収入保障」の
がん保険 

［ガン収入保障保険 (無解約払いもどし金型 )]

がん治療による収入減少および治療費にご活用でただけます。 

・ガンになられた場合の収入減のリスクなどに備えることができます。

・ガンになられた場合の収入の減少や治療費にガン収入保障年金をお役立ていただけます。

・会社を支える経営者の方がガンになられた場合のリスクに備えることができます。


